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食品表示に対する消費者意識と購入要因の解明
－有機農産物等を対象にして－
<1行アキ>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著者名：14P，所属：10.5P，中央揃え
壬生　紘彰*・大久保 研治**
（* クロダ精機株式会社・**東京農業大学国際食料情報学部）
<1行アキ>
１．はじめに  　　本文：10.5P，MS明朝体，1行全角42文字　見出し：ゴシック体，大見出しの前は1行アキ
　近年，輸入野菜の残留農薬問題や無登録農薬使用，さらには牛肉の産地偽装など，農産物に関わる不祥事が数多く発覚した。そのため，消費者の間では農産物に対して安全性を求める声が高まっている。こうした状況の中で，化学合成農薬や化学肥料を使用しない，あるいはその使用を控えて生産された農産物や生産履歴の明らかな農産物に対する需要が高まり，スーパーやデパートなどの小売店では，安全性を謳った表示のなされた農産物が頻繁にみられるようになっている。
　このような状況において，これまで有機農産物等表示制度やそうした農産物に対する消費者ニーズ等に関する研究は，様々な角度からなされている。現在，それらの多くは有機JAS制度といった有機農産物の認証制度に関わる研究が中心となっている注１）。
注：9.0P，文中の注）で通し番号を付け，各見出しの末に付ける
注１）有機JAS制度に関する研究として，小川１）がある。また，持続型農業定着の視点から認証制度を検討　　した研究として根津・伊藤２）がある。
２．小売店における有機農産物等の表示状況
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注1)著者の調査結果による。
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　１）有機農産物等の取扱品目　　 　　　　　 図・表は文字が明瞭に読めるように調整してください
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　表１は調査対象の小売店で販売されていた有機農産物等（生鮮野菜）の品目数を示したものである。これをみていくと，まず最も取り扱いが多いものは特別栽培農産物であり，7店舗全てにおいて販売され，その品目数の合計は90品目であった。次いで多かったのは有機農産物であり，4店舗で販売され，その品目数の合計は33品目であった。また，エコファーマー農産物は2店舗でしか販売されてなく，その品目数も4品目と極めて少ない。このように，有機農産物等のうち，小売店では特別栽培農産物の販売品目が特に多い。つまり，特別栽培農産物は有機農産物やエコファーマー農産物に比べ，消費者が購入する機会が多い農産物と捉えることができる。
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注：1）著者の調査結果による。


　　 2）販売品目数は7店舗の合計である。
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